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●表紙のおはなし●

草野・飯樋幼稚園の修了
式。修了児の成長した姿
を、保護者の皆さんが、涙
が浮かべて見守りました。
Ｐ30もご覧ください。

いいたて四季彩景 ● 雪の花

　　 平成29年３月31日午前０時
飯舘村の避難指示が解除されました
　　　　　　　　　　　帰還困難区域となっている長泥地区を除く

ただいま、ふるさと

　

３
月
31
日
の
午
前
０
時
、帰

還
困
難
区
域
の
長
泥
地
区
を

残
し
て
、村
の
避
難
指
示
が
解

除
さ
れ
ま
し
た
。
同
様
に
、他

市
町
村
の
避
難
指
示
区
域
で

も
、帰
還
困
難
区
域
を
除
い

て
、４
月
１
日
ま
で
に
、避
難
指

示
が
順
次
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
い
長
い
避
難
が
徐
々
に
収

束
し
、新
し
い
生
活
へ
の
移
行

が
進
ん
で
い
き
ま
す
が
、そ
の

道
の
り
に
も
、ま
た
時
間
が
か

か
り
ま
す
。避
難
指
示
が
解
除

さ
れ
た
と
は
い
え
、決
し
て
元

通
り
で
は
な
い
状
況
の
中
で
、

暮
ら
し
を
再
建
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　
村
は
、こ
れ
ま
で
進
め
て
き

た
復
興
事
業
を
足
掛
か
り
に
、

一つ
ひ
と
つ
の
課
題
を
着
実
に

乗
り
越
え
な
が
ら
、新
し
い
村

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
の
再

建
、な
り
わ
い
や
生
き
が
い
を

支
援
す
る
事
業
に
も
、力
を
注

い
で
い
き
ま
す
。

渋谷公園通商店街から村に贈られ、村民の帰村を待って
いた忠犬ハチ公の像。３月31日には避難指示解除の記
念式典が行われた交流センターで出席者を迎えました。
（写真は寄贈を受けた平成25年のようす）

３月27日の村は雪の花ざかり。本物の花の季節もあと少しですね。

大久保・外内地区の空撮
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ただいま、ふるさと

避
難
の
６
年
を
忘
れ
な
い

　
平
成
23
年
、東
北
と
関
東
地

方
に
大
き
な
爪
あ
と
を
残
し

た
東
日
本
大
震
災
。そ
の
衝
撃

の
中
で
原
子
力
発
電
所
の
事

故
は
起
き
ま
し
た
。風
で
放
射

性
物
質
が
運
ば
れ
た
村
は
、４

月
に
計
画
的
避
難
区
域
に
指

定
さ
れ
、私
た
ち
は
、そ
れ
ま
で

の
暮
ら
し
を
断
ち
切
る
よ
う
に

し
て
、避
難
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
手
探
り
で
始
ま
っ
た
国
の
除

染
事
業
は
、思
い
通
り
に
は
進

ま
ず
、工
程
表
は
何
度
も
修
正

さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
に
は
、空

間
線
量
率
に
よ
る
避
難
区
域

の
見
直
し
が
行
わ
れ
、避
難
は

長
期
化
。村
は
国
に
、そ
の
時
々

の
村
民
の
実
情
を
伝
え
、除
染

方
法
の
改
善
や
施
策
の
要
望

を
続
け
ま
し
た
。

　
避
難
生
活
に
お
い
て
は
、各

地
域
で
多
大
な
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、全
国
各

地
、世
界
各
地
か
ら
、心
の
こ

も
っ
た
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。さ
ら
に
は
、村
民
同
士

の
支
え
合
い
も
、力
を
発
揮
し

ま
し
た
。そ
う
し
て
、６
年
間
の

避
難
生
活
が
続
い
て
き
た
の
で

す
。

日
常
を
断
絶
し
た

避
難
の
苦
し
み

　

避
難
指
示
解
除
を
待
ち
か

ね
て
、村
の
自
宅
で
生
活
を
始

め
た
人
も
あ
り
ま
す
。農
業
の

再
生
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る

人
も
あ
り
ま
す
。今
の
状
況
で

は
ま
だ
帰
れ
な
い
と
考
え
る
人

も
あ
り
ま
す
。転
職
・
進
学
を

経
て
避
難
先
で
の
定
住
を
選
ぶ

人
も
あ
り
ま
す
。
避
難
指
示

が
解
除
と
な
り
、い
よ
い
よ
決

断
す
る
人
が
多
く
な
る
と
、そ

う
し
た
違
い
は
い
っ
そ
う
鮮
明

に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
多
様
な
選
択
を
認
め
合
い
、

考
え
の
違
い
を
乗
り
越
え
て
い

か
な
け
れ
ば
、村
は
か
つ
て
の
大

ら
か
さ
を
取
り
戻
せ
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
違
い
を
持
つ
人

同
士
が
力
を
合
わ
せ
て
こ
そ
、

障
壁
の
解
消
や
、多
様
性
を
活

か
し
た
村
づ
く
り
が
可
能
と
な

る
で
し
ょ
う
。避
難
指
示
が
続

く
長
泥
地
区
の
抱
え
る
課
題

も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、６
年
ぶ
り

の
避
難
指
示
解
除
で
す
。こ
の

変
化
を
、よ
い
節
目
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
ま
で
い
に
力
強

く
村
づ
く
り
を
進
め
、大
ら
か

な
笑
顔
の
似
合
う
飯
舘
村
を
、

取
り
戻
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

避
難
指
示
解
除
を

こ
え
て
進
も
う

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
27
年

平
成
28
年

３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
が
発

生
。
村
は
浜
通
り
地
方
の
津
波
被

災
者
を
受
け
入
れ
、
炊
き
出
し
な

ど
の
支
援
に
あ
た
る
。

４
月
22
日
、
当
初
の
政
府
方
針
が

変
更
さ
れ
、
飯
舘
村
が
計
画
的
避

難
区
域
に
指
定
さ
れ
る
。

６
月
22
日
、
村
民
の
避
難
が
ほ
ぼ

完
了
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
村
役

場
が
福
島
市
飯
野
町
に
機
能
移
転
。

新
年
度
か
ら
幼
稚
園
と
小
学
校
が
、

２
学
期
か
ら
中
学
校
が
、
仮
設
園

舎
・
校
舎
で
の
園
生
活
・
学
校
生

活
を
開
始
。

９
月
、
幼
稚
園
・
小
学
校
が
２
年

ぶ
り
の
運
動
会
を
避
難
先
で
開
催
。

10
月
に
は
村
の
文
化
祭
も
福
島
市

内
で
復
活
開
催
。

５
月
、
秋
篠
宮
殿
下
・
紀
子
妃
殿

下
が
中
学
校
を
ご
訪
問
。

７
月
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
ご

来
村
。
仮
設
小
学
校
、
菊
池
製
作

所
な
ど
を
訪
問
さ
れ
る
。

５
月
、
村
の
写
真
や
資
料
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
で
き
る
「
飯

舘
村
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の

公
開
が
始
ま
る
。

７
月
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
行

幸
啓
で
福
島
市
を
ご
訪
問
。
県
営

復
興
公
営
住
宅
で
村
民
と
懇
談
さ

れ
る
。

６
月
15
日
、
村
の
避
難
指
示
が
帰

還
困
難
区
域
を
除
き
平
成
29
年
３

月
31
日
に
解
除
さ
れ
る
と
決
ま
る
。

７
月
１
日
か
ら
長
期
宿
泊
（
準
備

宿
泊
）
も
始
ま
る
。

９
月
、
福
島
市
飯
野
町
に
村
営
復

興
公
営
住
宅
が
完
成
し
、
入
居
が

始
ま
る
。

７
月
１
日
、
福
島
市
飯
野
町
に
支

所
を
残
し
、
村
役
場
機
能
を
本
庁

に
戻
す
。

８
月
、
旧
公
民
館
跡
地
に
交
流
セ

ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」が
オ
ー
プ
ン
。

天皇皇后両陛下ご訪問
        (平成25年７月）

被災証明を発行する役場窓口
              （平成23年５月）

苦すぎた涙も 心に染みた励ましも 
　　　　　出会いも 別れも 今日につながっている

未
来
へ
続
く
道
を
歩
も
う

東京電力による住民説明会
（平成23年４月）

スクリーニング検査の実施
           （平成23年３月）

交流センター「ふれ愛館」オープン
                      （平成28年８月）

平成29年４月号 4平成29年４月号5



「大切なもの」
撮って

いただきました

避難先でのアート
避難したアパートの２階。子ども達の絵で華やかになりました。どこに住んでも

工夫次第で明るくなれる、と感じます。（絵は人を助けるさん 40代）

藤の花と「ナカ」は仲良し
避難している須賀川には牡丹のほか、こんなにすごい藤棚があ

ります。私がいるから来てみてない！（小林ナカさん 80代）

家族　中学生の妹の吹奏楽の県大会に家族で応援に

行った帰り道、いわきの海。父と震災後生まれた妹の後

ろ姿。祖母と母とみんなで立ち寄った海の写真です。

（かずさん 10代）

福寿草　飯舘へ帰る人に福をよんでいる。（佐藤豊子さん 60代）

かえるの卵（ひきがえるの卵）　環境が悪化していく中でもかえるの卵に元気をもらえた。みんなの帰りを迎えてくれる（のりちゃん 60代）

結束と心  平成23年の夏休み。久しぶりに子どもたちが集まりました。お母さん方が一生懸命に企画・準備してくださいました。みんなで飯樋小学校の校歌を合唱しました。楽しい夜でしたね。　　　　　　　　　　（子供たちの笑顔が一番さん 40代）

避難先で凍み大根を作る　避難した福島市松川町

で凍み大根を作る父（88歳）。これが最後の凍み大根と

なった。（夢見るひと 60代）

避
難
生
活
で
見
つ
け
た「
大
切
な
も
の
」写
真
コ

ン
テ
ス
ト
に
ご
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。入
賞
作
品
12
点
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。ど
う
ぞ
味
わ
っ
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。心
が
じ
ん
わ
り
温
か
く
な
り
ま
す
。

紙上展覧会をご覧いただきありがとうござい
ました。「大切なもの」って一人ひとりにいろい
ろあるものだと実感しますね。「大切」を感じ
取る皆さんのハートが素敵です。

飯舘村に咲く御衣黄（ギョイコウ）　避難して緑
色のサクラ＝御衣黄の存在を知る。公民館にもあったは
ずという情報から、みつけました。交流センター駐車場
東端にありました。咲くのは５月。緑色から黄色、ピンクと
変化します。（花より団子さん 60代）

最後のセリ名簿　大切なものを記録できて良かった
です。我が家の先祖からの頑張りを忘れてしまいそうで
した。昔があって今があることを感じます。　　　　　
（飯舘牛太郎さん 40代）

最
優
秀
賞

優
秀
賞

※
最
優
秀
賞・優
秀
賞
の
方
に
は
記
念
品

　を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

いつもの通りに
避難先でも毎日畑に通った両親。飯舘に居た時と同じように、

2人一緒。（菅野クニさん 60代）

希望　居久根を伐採した杉で建てた縦ログハウス。卒

寿と米寿の祝いを、子・孫・曽孫が集まって行う。避難生

活から希望がみえてきた。（菅野元一さん  60代）
優
秀
賞

支援物資　県外に避難しているときにいただきました。

寒く、そして、寂しい時期でしたが、体も心もあたたかく

なりました。（人の優しさに感謝！さん 40代）
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復
興
を
歩
む

vol.24
避
難
指
示
解
除

　
県
道
原
町
川
俣
線
の
川
俣
町
か
ら

二
枚
橋
地
区
に
入
る
村
の
入
口
と
、

同
県
道
沿
い
の
八
木
沢
集
会
所
前

に
、大
き
な
看
板
が
お
目
見
え
し
ま

し
た
。村
内
に
入
る
時
に
見
え
る
面

に
は「
お
帰
り
な
さ
い
　
首
を
長
〜

く
し
て
待
っ
て
た
よ
」と
書
か
れ
て
い

て
、村
民
の
帰
村
を
歓
迎
し
て
い
ま

す
。ま
た
、村
外
に
出
る
時
に
見
え
る

面
に
は
、飯
舘
牛
の
顔
面
ア
ッ
プ
の
写

真
が
あ
り
、「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
　
必

ず
帰
っ
て
き
て
ね
」と
牛
の
セ
リ
フ
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
実
は
こ
の
看
板
、３
月
31
日
の
避
難

指
示
解
除
に
先
立
ち
、村
が
設
置
し

た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
で
す
。交
通

量
が
多
い
県
道
の
、西
と
東
の
村
の
入

口
に
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
空
間
線
量
を

表
示
し
、さ
ら
に
は
村
民
の
皆
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
た
め
設
置

し
ま
し
た
。

　
27
日
に
、な
ご
り
雪
が
降
る
中
で
行

わ
れ
た
除
幕
式
で
は
、菅
野
村
長
が

３月27日に二枚橋地区で行われたメッセージ付
きモニタリングポストの除幕式。思わぬ雪の中で
の除幕となりましたが、木幡浩福島復興局長（左
から３人目）をはじめ、ご来賓の皆様をお迎えし
て、無事に行うことができました。

あ
い
さ
つ
に
立
ち
、「
1
人
で
も
多
く

の
方
に
戻
っ
て
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う

前
向
き
に
努
力
し
て
い
く
。避
難
指

示
解
除
を
堂
々
と
明
る
く
P
R
す
る

こ
と
も
、一方
で
は
大
切
だ
ろ
う
」と
述

べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、31
日
の
避
難
指
示
解
除
日

に
は
、新
聞
各
紙
に
村
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
掲
載
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

全
国
紙
３
紙
で
は
、こ
れ
ま
で
の
励
ま

し
や
ご
支
援
に
対
す
る
心
か
ら
の
感

謝
を
表
し
、避
難
指
示
解
除
が
ゴ
ー
ル

で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
な
の
だ
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
伝
え
ま
し
た
。県
内
2

紙
で
は
、こ
れ
か
ら
も
前
進
と
発
信

を
続
け
、忘
れ
ら
れ
な
い
、行
っ
て
み
た

い
村
に
し
て
い
こ
う
と
、ふ
る
さ
と
再

興
へ
の
思
い
を
表
し
ま
し
た
。

　
帰
還
困
難
区
域
と
な
っ
て
い
る
長

泥
地
区
で
は
、避
難
指
示
が
続
き
ま

す
。復
興
へ
の
道
の
り
も
、本
当
に
こ

れ
か
ら
が
本
番
で
す
。逆
境
に
あ
る

時
ほ
ど
、人
は
真
価
が
問
わ
れ
る
も

の
。新
し
い
村
づ
く
り
に
果
敢
に
挑
戦

し
て
い
く
今
だ
か
ら
こ
そ
、明
る
さ
を

持
ち
、感
謝
を
忘
れ
ず
、飯
舘
村
民
の

底
力
を
発
揮
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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土木費
5億7,666万円

民生費
10億6,989万円

教育費 
70億8,189万円

総務費 
69億2,599万円

衛生費
11億8,295万円

農林水産業費
35億1,409万円

その他 7,756万円

土木費
5億7,666万円

消防費 1億6,203万円
商工費 2億3,206万円

民生費
10億6,989万円

教育費 
70億8,189万円

総務費 
69億2,599万円

公債費 4億1,188万円

衛生費
11億8,295万円

歳  出
212億3,500万円農林水産業費

35億1,409万円

寄付金 1億1,110万円

県支出金 
20億5,078万円

繰入金 
66億4,918万円

地方交付税 
43億5,990万円

国庫支出金 
70億9,685万円 

地方消費税交付金
7,738 万円

地方贈与税
6,165万円

自動車取得税交付金等
943 万円

村債
2億2,970万円

諸収入 1億9,623万円
寄付金 1億1,110万円

財産収入等 4,837 万円

分担金及び負担金 1億4,036万円
村税 2億8,886万円

県支出金 
20億5,078万円

地方交付税 
43億5,990万円

国庫支出金 
70億9,685万円 自主財源 

74億3,410万円

依存財源 
138億90万円

地方消費税交付金
5,528 万円
地方贈与税
5,895万円

自動車取得税交付金等
944 万円

村債
1億6,970万円

歳  入
212億3,500万円

繰入金 
66億4,918万円

29
年
度
当
初
予
算

　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
は
、

平
成
29
年
第
２
回
村
議
会
定

例
会
で
３
月
16
日
に
可
決
成

立
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
予

算
は
２
１
２
億
３
５
０
０
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ

１
２
０
億
７
７
０
０
万
円
増
、

率
に
し
て
１
３
１
．
９
％
の
大

幅
な
増
と
な
り
、
当
初
予
算
の

規
模
と
し
て
は
過
去
最
大
で
す
。

　

震
災
前
の
平
成
22
年
度
当
初

予
算
総
額
41
億
４
５
１
０
万
円

と
比
較
し
て
、
５
倍
を
超
え
て

い
ま
す
。

予
算
規
模 

最
高
額
更
新

　
平
成
29
年
度
予
算
は
、「
学

校
再
開
」「
ス
ポ
ー
ツ
公
園
整

備
」
と
い
っ
た
大
規
模
事
業
が

入
っ
た
こ
と
と
、「
被
災
地
域

農
業
復
興
総
合
支
援
事
業
」
な

ど
、
農
業
関
連
の
事
業
が
増
大

し
た
こ
と
に
よ
り
過
去
最
高
額

と
な
る
当
初
予
算
と
な
り
ま
し

た
。

　
（
金
額
は
端
数
処
理
を
し
、
万
円

　

単
位
に
し
て
い
ま
す
。）

自
主
財
源

　

74
億
３
４
１
０
万
円
で
前
年

度
に
比
べ
46
億
９
０
９
８
万

円
の
増
額
。
財
政
調
整
基
金

に
加
え
、「
公
共
施
設
等
整
備

基
金
」、「
陽
は
ま
た
昇
る
基

金
」、
国
・
県
支
出
金
を
一
旦
、

積
み
立
て
て
使
用
す
る
「
帰

還
環
境
整
備
交
付
金
基
金
」

や
「
避
難
地
域
復
興
拠
点
推

進
交
付
金
基
金
」
等
か
ら
の

繰
入
金
等
が
増
額
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

依
存
財
源

　

歳
入
の
大
半
を
占
め
る
国
庫

支
出
金
は
、
70
億
９
６
８
５
万

円
で
前
年
度
に
比
べ
40
億
５
０

２
０
万
円
の
増
額
。
地
方
交
付

税
は
21
億
９
９
０
万
円
の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
総
額
の
う
ち
、

震
災
前
に
は
な
か
っ
た
復
旧
・

復
興
の
対
応
に
か
か
る
事
業

費
は
、
約
１
７
７
億
円
で
歳

出
予
算
総
額
の
約
８
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

当
初
予
算
は
、
引
き
続
き

規
律
あ
る
財
政
運
営
堅
持
を

念
頭
に
入
れ
な
が
ら
、
将
来

的
な
人
口
減
少
を
見
据
え
つ

つ
、
村
民
が
復
興
を
実
感
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、「
着

実
な
帰
村
を
実
現
し
、
復
興

を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す

る
予
算
」
と
し
た
も
の
で
す
。

予
算
配
分
に
つ
い
て
は
、
復

興
計
画
の
５
つ
の
基
本
方
針

に
沿
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
に
つ
い
て
は
12

～
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。平成29年度一般会計

歳 出
平成29年度における
村の支出総額

平成29年度一般会計

歳 入
平成29年度における
村の収入総額

復
旧
・
復
興
事
業
費
が
約
８
割

国民健康保険特別会計・・・・・・・・・ １２億２，６４９万円
簡易水道事業特別会計・・・・・・・・・・ １億２，３０５万円
農業集落排水事業特別会計・・・・・・・・ ３億７，８６０万円
介護保険特別会計（事業勘定）・・・・・・ ９億９，９５６万円
介護保険特別会計（サービス勘定）・・・・・・１，０３２万円
後期高齢者医療特別会計・・・・・・・・・・・６，７０８万円

平成29年度

特別会計
特定の事業を特定の収入
で行うため、一般会計と
は分けて設けた会計です

着実な復興に向かって１、２、３ゴー！ 平成29年度予算

当初予算 212億3,500万円
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基本方針③　人と人がつながる
１.「行政区交付金」「地域づくり事業」・ ・・ ２，６６３万円

２.「自治会支援事業」・・・・・・・・・・・ １，７００万円
　　「自治会役員・組織運営交付金」・・・・・・・ ８４８万円

３.「新春村民のつどい事業」・・・・・・・・・・ ７００万円

４．タブレット、スマートフォンによる
　　行政情報提供事業・・・・・・・・・・・ ４，７５５万円

５.「きこり運営・整備事業」・・・・・・・・ ９，０６５万円

６．帰村費用を助成する「おかえりなさい補助金」
６，０００万円

基本方針④　原子力災害をのりこえる
１.「昇口舗装」・・・・・・・・・・・・ ６億１，４１４万円

２．「深谷拠点エリア整備事業」・・・・ １０億４，０１８万円

３．「飲料水安全確保対策事業」・・・・・ ３億２，６１４万円

４．「村営住宅整備修繕事業」・・・・・・ １億６，４８９万円

５．「携帯電話等エリア整備事業」・・・・・・ ４，４２８万円

６．「農業基盤整備促進事業」・・・・・・・・ １０億９８万円

７．「河川維持事業」・・・・・・・・・・ １億３，０００万円

基本方針⑤　までいブランドを再生する
１.「営農再開支援事業」・・・・・・・・ ４億８，４３３万円

２.「被災地域農業復興総合支援事業」・ １０億３，４１２万円

３．「事業所再開支援事業」・・・・・・・・・ ３，０００万円

基本方針①　生命（いのち）をまもる
１．仮設住宅などの健康づくり事業・・・・・・・ ２８４万円

２．「総合健診事業」・・・・・・・・・・・・ ４，８６１万円

３．「内部被ばく検査事業」・・・・・・・・・・・ ６２６万円

４．「放射線相談支援事業」・・・・・・・・・ ２，３９３万円

５．消防団第１分団機動部のポンプ車整備・・ ２，６００万円

基本方針②　子どもたちの未来をつくる
１.「幼・小・中学校仮設校舎整備」・・・・・ ７，５５９万円

２.「被災児童生徒等就学支援事業」・・・・・ ３，９９７万円

３．スクールバス運行事業・・・・・・・ １億５，０１９万円

４.「未来への翼事業」「沖縄までいの旅事業」・ ２，６８８万円

５．子育て支援センターの運営事業・・・・・ １，１９３万円

６．学校等再開整備事業・・・・・・・・・ ４０億１２７万円

７．スポーツ公園整備事業・・・・・・ ２３億６，９９１万円
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平
成
29
年
３
月
議
会
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
16
日
ま
で
の
日
程
で
開
か

れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
７
日
に
行
わ
れ
、
村
議
員
が
村
政
の
重
要
な
課
題
等

に
つ
い
て
村
側
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

　

議
会
審
議
は
16
日
に
行
わ
れ
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
追
加
議
案
を
含
め
て
全

て
原
案
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案
等

村
長
村
政
報
告

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
28
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
期
末
手

当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
29
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
予
算

平
成
29
年
度
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

平
成
29
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

奨
学
金
貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

佐
須
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

岩
部
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

道
の
駅
「
ま
で
い
館
」
建
設
工
事

請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

既
存
村
営
住
宅
修
繕
工
事
請
負
契

約
の
変
更
に
つ
い
て

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
選

任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

被
災
地
域
農
業
復
興
総
合
支
援
事

業
基
幹
事
業
農
業
用
施
設
等
整
備

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

健
康
増
進
交
流
施
設
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

消
防
団
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

農
の
大
地
活
性
化
推
進
会
議
設
置

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

い
い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で
い
館

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

農
林
漁
業
体
験
実
習
館
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
域
資
源
活
用
総
合
交
流
施
設
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
28
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
28
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
28
年
度
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

い
い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で
い
館

設
置
条
例

教
育
委
員
会
事
務
局
の
指
導
主
事

の
給
与
に
関
す
る
条
例

い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
条
例

自
治
会
懇
談
会

村
内
復
興
状
況
に
つ
い
て

飯
舘
村
住
民
意
向
調
査

　

既
定
予
算
総
額
か
ら
、
８
億
１
９

６
５
万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
１
１
７
億
３
８
９
８
万

円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
事
業
費
の
確
定
に
伴

い
、
補
助
金
等
も
増
減
し
た
た
め
、

国
、
県
支
出
金
な
ど
、
必
要
な
補
正

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
１
２

億
３
５
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
前
年
度
に
比
べ
１
２
０
億
７

７
０
０
万
円
、
率
に
し
て
１
３
１
．

９
％
の
大
幅
な
増
と
な
り
、
当
初
予

算
の
規
模
と
し
て
は
過
去
最
大
で

　

昨
年
７
月
に
役
場
機
能
の
ほ
と
ん

ど
を
本
庁
に
移
し
て
か
ら
８
か
月
が

経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
交
流
セ

ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」
を
は
じ
め
、

消
防
分
署
、商
工
会
館
の
オ
ー
プ
ン
、

い
い
た
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
再
開
、
道

の
駅
「
ま
で
い
館
」
の
着
工
、
さ
ら

に
は
営
農
、
商
工
業
再
開
の
活
発
な

動
き
、
学
校
等
再
開
の
整
備
計
画
策

定
な
ど
、
村
の
復
興
は
着
実
に
進
展

し
て
い
ま
す
。

　

１
月
29
日
か
ら
２
月
22
日
ま
で
、

15
の
自
治
会
に
お
い
て
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
村
民
か
ら
「
い
つ
ま
で

仮
設
住
宅
や
借
上
げ
住
宅
に
入
居
で

き
る
の
か
」、「
村
に
戻
っ
た
ら
在
宅

介
護
は
受
け
ら
れ
る
の
か
」「
ホ
ッ

ト
ス
ポ
ッ
ト
の
除
染
」、「
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
グ
の
搬
出
期
限
」、「
引
っ
越
し

費
用
補
助
の
条
件
」、「
村
内
で
の
買

い
物
」
な
ど
多
く
の
意
見
・
要
望
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
・

要
望
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
協

議
し
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
実
現
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
村
が
国
・
県
と
共
同

実
施
し
た「
飯
舘
村
住
民
意
向
調
査
」

で
は
、「
村
へ
の
帰
還
」
を
希
望
す

る
方
が
33
％
、「
帰
還
し
な
い
」
が

30
％
、「
未
定
・
無
回
答
」
が
35
％

で
い
ず
れ
も
前
回
の
調
査
と
ほ
ぼ
同

様
の
状
況
で
す
。

　

国
が「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」

を
制
定
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
村
に

お
け
る
い
じ
め
防
止
の
た
め
の
基
本

的
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　

深
谷
地
区
に
福
島
県
と
共
同
で
建

設
を
進
め
て
い
る
道
の
駅
に
つ
い
て
、

そ
の
施
設
の
管
理
基
準
等
を
定
め
る

も
の
で
す
。

（
紙
面
の
都
合
上
、一
部
省
略
し
て
い
ま
す
）

す
。
震
災
前
の
平
成
22
年
度
当
初
予

算
総
額
41
億
４
５
１
０
万
円
と
比
較

し
て
、
５
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
総
額
の
う
ち
、
震
災
前

に
は
な
か
っ
た
復
旧
・
復
興
の
事
業

費
は
、
約
１
７
７
億
円
で
歳
出
予
算

総
額
の
83
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

平
成
29
年  

第
２
回

飯
舘
村
議
会
定
例
会
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家
屋
解
体

子
ど
も
た
ち
の
絵
本
の
完
成

み
ら
い
議
会

成
人
式

村
民
の
避
難
状
況

村
内
産
野
菜
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査

営
農
再
開
状
況

片
付
け
ご
み
の
回
収

放
射
線
に
関
す
る
相
談
会

不
法
投
棄
ご
み
の
回
収

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

税
関
係

商
工
労
政
関
係

昇
口
舗
装
の
進
捗
状
況

村
営
住
宅
関
係

　

追
加
受
付
分
を
含
め
た
全
体
の
申

請
件
数
は
、
１
３
０
２
件
で
し
た
。

う
ち
、
平
成
27
年
度
ま
で
に
95
件

が
完
了
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

５
４
５
件
を
予
定
し
て
お
り
、現
在
、

完
了
４
６
４
件
、
実
施
中
81
件
と
い

う
状
況
で
す
。
残
り
の
６
６
２
件
に

つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
以
降
の
工

事
と
な
り
ま
す
。

　

２
月
７
日
に
、
絵
を
通
し
て
子
ど

も
た
ち
に
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

る
、
柳
田
邦
男
先
生
・
い
せ
ひ
で
こ

先
生
か
ら
絵
本
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
絵
本
は
、
小
学
５
・
６
年

生
全
児
童
が
描
い
た
絵
を
い
せ
先
生

が
監
修
し
、
そ
れ
ぞ
れ
学
年
ご
と
に

１
冊
の
本
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

小
学
６
年
生
が
議
員
と
な
り
「
飯

舘
村
み
ら
い
議
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
村
を
思
う
気
持

ち
に
深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

１
月
８
日
、
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
れ

愛
館
で
、
震
災
後
、
村
で
初
め
て
の

「
成
人
式
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
式

に
は
、
新
成
人
70
人
中
61
人
が
出
席

し
、
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
現
在
、
県
内
自
治
体
に

　

１
月
11
日
か
ら
、
放
射
線
に
関
す

る
相
談
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。
専

門
の
相
談
員
１
名
が
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
生
活
相
談
員
と
共
に
避
難
先

を
訪
問
し
て
村
民
の
相
談
に
答
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
か
ら
１
月
ま
で「
放

射
線
車
座
集
会
」を「
き
こ
り
」を
会

場
に
延
べ
９
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
公
益
財
団
法
人
原
子
力
安

全
研
究
協
会
が
開
催
し
た
も
の
で
、

約
50
人
が
参
加
し
、
放
射
線
に
関
す

る
疑
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

不
法
投
棄
ご
み
の
回
収
状
況
で
す

が
、
秋
の
一
斉
回
収
で
は
１
３
７
ｔ

の
実
績
が
あ
り
、
夏
に
比
べ
17
ｔ
増

加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
予
定
し
て
い
た
80
基
は
、

12
月
中
に
申
請
が
完
了
し
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
、
新
築
家
屋
に
係
る

申
請
は
44
件
で
す
。

　

東
京
電
力
の
賠
償
に
よ
る
井
戸
掘

削
で
す
が
、
本
年
４
月
以
降
、
58
件

の
補
助
申
請
が
あ
り
、
現
在
ま
で
、

43
件
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
宿
泊
体
験
館「
き
こ
り
」で

す
が
、
昨
年
３
月
に
イ
オ
ラ
等
の
入

浴
施
設
の
営
業
を
再
開
し
て
い
ま
す

が
、
本
年
１
月
末
ま
で
の
利
用
人
数

は
４
８
７
８
人
で
し
た
。

　

現
在
、
食
事
の
提
供
以
外
の「
き

こ
り
」の
全
面
再
開
に
向
け
て
、
改

修
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
再
オ
ー
プ

　

昇
口
舗
装
の
進
捗
状
況
で
す
が
、

平
成
27
年
度
ま
で
に
１
８
４
件
が
実

施
済
で
す
。

　

今
年
度
は
計
画
件
数
２
０
０
件

の
う
ち
、
完
了
が
71
件
で
、
残
り

１
２
９
件
に
つ
い
て
は
、
除
染
工
事

や
、
家
屋
解
体
工
事
と
重
な
り
、
未

完
了
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
谷
地
団
地
災
害
公
営
住
宅
は
、

現
在
２
期
工
事
８
戸
の
工
事
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
繰
越
工
事
と
な
る

見
込
み
で
す
。
６
月
末
の
完
了
を
め

ざ
し
、
７
月
か
ら
入
居
開
始
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

飯
樋
地
区
に
整
備
す
る
桶
地
内
住

宅
に
つ
い
て
は
、
今
月
末
ま
で
に
基

本
設
計
が
完
了
し
ま
す
。

　

ま
た
、
既
存
の
住
宅
修
繕
に
つ
い

て
、今
年
度
は
42
戸
の
修
繕
工
事
を
、

３
月
末
ま
で
に
完
了
し
、
平
成
29
年

度
か
ら
、
入
居
を
開
始
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
昨
年
度
整
備
分
を
合

わ
せ
、
50
戸
の
整
備
が
完
了
と
な
り

ま
す
。

　

花
卉
、
畜
産
、
水
稲
農
家
等
10
件

に
対
し
、
原
子
力
被
災
12
市
町
村
農

業
者
支
援
事
業
、
い
わ
ゆ
る
４
分
の

３
事
業
、
及
び
、
村
単
独
で
の
５
％

上
乗
せ
補
助
に
よ
り
、
農
業
用
機
械

等
の
導
入
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
丹
沢
地
区
で
９
月
か
ら
開
始
し

た
繁
殖
肉
用
牛
の
飼
養
実
証
で
す
が
、

２
月
中
旬
に
繁
殖
肉
用
牛
の
採
血
、

　

国
か
ら
は
、
全
域
で
避
難
し
た
自

治
体
の
廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て
は
、
特

例
に
よ
り
、
平
成
29
年
度
も
引
き
続

き
回
収
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

蕨
平
仮
設
焼
却
炉
は
、
先
行
５
行

政
区
及
び
地
元
の
蕨
平
地
区
内
に
保

管
さ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
順
に
処
理
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
宮
仮
設
焼
却
炉
は
、
３

月
を
も
っ
て
終
了
し
、
29
年
度
に
解

体
・
撤
去
を
す
る
予
定
で
す
。

　

村
内
27
か
所
で
栽
培
し
た
、
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
、コ
マ
ツ
ナ
、コ
カ
ブ
、ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
５
品
目
に
つ
い

　

税
の
徴
収
実
績
は
、
８
月
か
ら
催

告
書
の
発
送
、
10
月
か
ら
税
の
村
外

徴
収
を
実
施
し
て
お
り
、
滞
納
繰
越

分
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
税
の
収

納
率
が
34
．２
％
と
上
昇
し
ま
し
た
。

ま
た
、
広
域
農
業
開
発
事
業
負
担
金

等
も
収
納
率
が
77
．
８
％
と
上
昇
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、避
難
指
示
解
除
に
向
け
て
、

新
築
家
屋
や
増
築
家
屋
、
リ
フ
ォ
ー

ム
等
が
増
加
し
て
お
り
、
１
月
31
日

現
在
で
52
世
帯
、
63
棟
の
家
屋
評
価

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ン
の
時
期
、
宿
泊
及
び
入
浴
の
料
金

等
に
つ
い
て
、
協
議
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

避
難
さ
れ
て
い
る
方
は
、
福
島
市
に

３
６
２
５
人
、伊
達
市
に
５
３
９
人
、

川
俣
町
に
４
８
１
人
、
相
馬
市
に

３
７
５
人
、
南
相
馬
市
に
３
８
９
人

等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
避
難
指
示
解

除
後
も
相
当
数
の
村
民
が
村
外
に
残

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
今

後
も
今
以
上
に
一
人
ひ
と
り
の
身
の

振
り
方
に
寄
り
添
っ
て
、
生
活
支
援

業
務
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

て
、
県
及
び
村
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査

を
行
っ
た
結
果
、
全
て
の
野
菜
で
放
射

性
物
質
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

生
体
の
体
内
放
射
線
量
測
定
等
を
実

施
し
て
い
ま
す
。



0 20 40 60 80 100

16.016.030.830.819.719.733.533.5

無回答無回答戻らないと
決めている
戻らないと
決めている

まだ判断が
つかない
まだ判断が
つかない

戻りたいと考えている
（将来的な希望も含む）
戻りたいと考えている
（将来的な希望も含む）

0 20 40 60 80 100

4.34.3
3.23.2
3.93.9
無回答無回答わからないわからないそう思わないそう思わないそう思うそう思う

全　体全　体

まだ判断がつかないまだ判断がつかない

戻らないと決めている戻らないと決めている

642世帯642世帯

251世帯251世帯

391世帯391世帯 38.938.9
37.137.1
38.238.2

12.512.5
4.84.8

9.59.5

44.244.2
55.055.0
48.448.4

0 20 40 60 80 100

42.542.5 35.235.2 7.77.7 7.37.3 7.37.3

無回答無回答
解除後
３年以内に
戻りたい

解除後
３年以内に
戻りたい

解除後
すぐに
戻りたい

解除後
すぐに
戻りたい

解除後
５年以内に
戻りたい

解除後
５年以内に
戻りたい

解除後
10年以内に
戻りたい

解除後
10年以内に
戻りたい

医療、介護福祉施設の充実

特にない

村内での保育所・預かり保育の再開

村内の復興住宅建設

村内での学校や教育施設の再開や新設

無回答

その他

携帯電話やインターネット等通信環境の改善

雇用確保・就業支援

放射線量の測定・公表（空間線量・水）の継続

村内巡回バスの運行

道路や農地、農業用施設の整備

農・林・畜産業の再開支援

被ばく低減対策

商業施設の再開や新設

59.4

29.8

27.0

23.9

22.1

17.8

14.1

10.6

4.7

4.7

3.3

2.3

1.9

38.5

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 100％

0.5

道路、バス、学校、病院などの社会基盤（インフラ）の
復旧時期の目途

現時点ではどのような情報があれば
判断できるかわからない

無回答

現時点で家族間の意見が分かれており、
帰還意向について回答できない

その他

中間貯蔵施設の情報

住宅確保への支援に関する情報

原子力発電所の安全性に関する情報
（事故収束や廃炉の状況）

放射線の人体への影響に関する情報

放射線量の低下の目途、除染成果の状況

働く場の確保の目途

どの程度の住民が戻るかの状況

46.2

4.4

6.0

9.2

13.9

17.9

20.3

22.7

31.5

35.5

44.2

45.4

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 100％

0 20 40 60 80 100

31.931.9 50.050.0 11.311.3 6.86.8

無回答無回答まだ
わからない
まだ

わからない
家族一部での

帰還を考えている
家族一部での
帰還を考えている

家族全員での
帰還を考えている
家族全員での
帰還を考えている

帰還の意向

飯舘村とのつながりを保ちたいか

避難指示解除から飯舘村に戻るまでの期間

帰還する場合の家族

「まだ判断がつかない」「戻らないと
決めている」と回答した 642世帯

全体 1,271 世帯　　　　※グラフ上の数の単位は％

「戻りたいと考えている
（将来的な希望も含む）」
と回答した 426世帯

「
ま
だ
判
断
が
つ
か
な
い
」

と
回
答
し
た
２
５
１
世
帯

「
戻
り
た
い
と
考
え
て
い
る

（
将
来
的
な
希
望
も
含
む
）」

と
回
答
し
た
４
２
６
世
帯

「戻りたいと考えている（将来的な希望も含む）」
と回答した 426世帯

帰
還
す
る
場
合
に

希
望
す
る
行
政
の
支
援

帰
還
を
判
断
す
る
上
で

必
要
な
情
報

村は、村民の皆さんが安心して村
内で生活ができるように国や県の
協力を得ながら、不安解消に努
めていきます。

「まだ判断がつかない」と回答した
世帯は全体の19.７％でした。村民
一人ひとりに復興に向け、村民の
皆さんが必要な情報をお知ら
せしていきます。

生活再建に
必要な情報を

調査対象：世帯の代表者（2,844世帯）
調査時期：平成29年１月４日〜18日
調査方法：郵送配布、郵送回収
回 答 数：1,271世帯（44.7％）

復興庁ホームページで全体をご覧いただけます。
「原子力被災自治体における住民意向調査」
http://www.reconstruction.go.jp/
　　　　　　topics/main-cat1/sub-cat1-4/ikoucyousa/

　１月に、復興庁・県と共同で実施した「飯舘村住民意向

調査」の調査結果（速報版）が、３月７日に公表されました。

避難指示解除後の帰村意向などを中心に公表結果の一部を

お知らせします。

　回答をいただいた世帯は、全体の 44.7％。将来的な希

望も含み「戻りたいと考えている」世帯は、回答世帯の

33.5％で、前年度の 32.8％から、0.7％増加しました。

安心して
暮らせる村へ

1819 平成29年４月号平成29年４月号
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本　
　
　

庁

総　務　課

総　務　係
☎ 0244-42-1611 消防・防災、選挙、法令、行政区長会、情報公開等

企　画　係
☎ 0244-42-1613 復興拠点整備、広報・広聴、住民懇談会、統計等

財　政　係
☎ 0244-42-1612 予算・決算、入札、地方交付税、ふるさと納税・義援金等

住　民　課

住　民　係
☎ 0244-42-1617

戸籍、各証明発行、国民健康保険、後期高齢者医療、ごみ、防犯、
浄化槽、畜犬等

税　務　係
☎ 0244-42-1615

地方税の賦課・収納、所得税・住民税の申告相談、各税証明
発行等

建　設　課

建設管理係
☎ 0244-42-1624

村営住宅整備・維持管理、簡易水道・農業集落排水施設の維
持管理等

土　木　係
☎ 0244-42-1623 道路、橋梁、河川整備・維持管理、建物解体、昇口舗装等

農林土木係
☎ 0244-42-1610 農業基盤整備、農林土木施設の整備・維持管理等

復興対策課

農　政　係
☎ 0244-42-1621

農業再開支援、農用地農業基盤の維持管理に関する事業、認
定農業者、農振、畜産、鳥獣被害対策、林業、土地改良区等

商工労政係
☎ 0244-42-1620 企業支援、就労・雇用支援、観光関係、原発事故賠償等

除染対策係
☎ 0244-42-1625 除染推進事業、モニタリング調査除染関係全般等

会　計　室 ☎0244-42-1627 村行政に関する会計業務

教　育　課 学校教育係
☎ 0244-42-1631

幼小中学校、学童保育、預かり保育、スクールバス、学校給
食センターの運営等

農業委員会
事務局 ☎0244-42-1629 農業委員会運営に関すること

議会事務局 ☎0244-42-1628 村議会運営に関すること

生活支援係 ☎024-562-4249 仮設住宅・公的宿舎・県借上げ住宅の退去及び施設の維持管
理、住民相談窓口、自治会運営等

生涯学習課 生涯学習係
☎ 0244-42-0072

生涯学習事業、青少年事業、文化財保護、読書推進、伝統文
化関係等

い
ち
ば
ん
館

健康福祉課

健　康　係
☎ 0244-42-1637 健康増進、健診、子育て相談、予防接種等に支援等

福　祉　係
☎ 0244-42-1633

高齢者福祉、介護保険、介護認定、介護予防、保育所、児童
手当、子育て支援等

包括支援センター
☎ 0244-42-1626

高齢者総合相談、高齢者権利擁護相談、介護予防ケアマネジ
メント等

総 務 課

住 民 課

建 設 課

飯 野 支 所

会 計 室

健 康 福 祉 課

復 興 対 策 課

特命除染（振興公社）

農 業 委 員 会

選 挙 管 理 委 員 会

監 査 委 員

議 会 事 務 局

事 務 局

学 校 教 育 係

平成 29 年 4 月 1 日付で、職員の人事異動が行われました。平成 29 年度の体制等は次のとおりです。
建設課に農林土木係が新設されました。

村の組織と職員の配置

総 務 係

企 画 係

財 政 係

税 務 係

住 民 係

健 康 係

福 祉 係

包括支援センター

 

長
村

野
菅

 

雄
典

長
村
副

馬
門

 

市
伸

教 育 課

草野・飯樋幼稚園

学校給食センター

学童・預かり保育所

村社会福祉協議会派遣

生　涯　学　習　課

退 職 者

商 工 労 政 係

農 政 係

除 染 対 策 係

建 設 管 理 係

土 木 係

経 理 係

生 活 支 援 係

町市（　員職付期任…）任（  員職託嘱…）嘱（　員職用採新…）新（※
村名）…派遣職員　（併 )…他部署との併任　（兼 )…他業務との兼任

主任主幹兼総務係長・山田 敬行 / 瀬川 雅幸（併）/ 実沢 澪 / 草野健太郎　

主任主幹兼企画係長・三瓶 真 / 高野 琢子 / 木幡 貴彦 / 松本 義之 / 庄司 伸也（新）

財政係長・松下 義光 / 八巻 光広 / 高橋 克弥（任）

税務係長・高倉 常成 / 佐藤 こずえ / 來海 裕一 / 羽田 一 / 大谷 暁永

健康係長・松田 久美子 / 齋藤 愛子 / 横田 美江子 / 大河原 愛美 / 赤石澤 愛（新）/
八代 千賀子(福島市) / 　

福祉係長・高橋 政彦 / 佐藤 由美子 / 佐藤 将樹 / 高橋 舞（任）/ 澤田 望美（嘱）

包括支援センター長・ 高橋 美穂 / 高橋 久美子 / 山口 美智子（任）/ 渡邊 明（任）

農政係長・杉岡 誠 / 齋藤 博史 / 高橋 萌育（新）/ 藤井 慎悟（嘱）/
伊藤 滋（任）/ 渡邊 秀一（復興庁）

商工労政係長・志賀 春美 / 菅野 彩 / 佐藤 勝一（復興庁）

除染対策係長・高橋 由文 / 佐藤 宣清 / 今井 一起 / 山本 実（任）/ 佐藤 弘子（任） 

主任主幹兼建設管理係長・高橋 栄二 / 渡部 誉典 / 高橋 直也 / 大槻 重宏（県任）/
松林 りか（嘱）/ 杉岡 美香（嘱）

土木係長・松下 貴雄 / 高木 将寛 / 小澤 芳春（任） / 薩來 一男（神奈川県）/
稲葉 勝（神奈川県）

農 林 土 木 係 農林土木係長・庄司 稔 / 加藤 福雄（任）/ 榎本 雅巳（復興庁）

生活支援係長・荒 真一郎 / 石原 清和（高崎市職員）/ 松下 秀平（県）/
國島 良夫（任）

経理係長・渡部 朋子 / 伊藤 博樹

局長・但野 正行 / 北原 美樹（併）/ 高野 琢子（併）/ 松本 義之（併）/ 庄司 伸也（併）/
瀬川 雅幸（併）/ 実沢 澪（併）/ 草野 健太郎（併） 

高橋 世津子（任）局長・石井 秀徳（併）

書記長・但野 正行（併）/ 北原 美樹

書記長・愛澤 伸一（併）/ 山田 敬行（併）/ 瀬川 雅幸
主任主幹兼学校教育係長・佐藤 正幸/ 羽田 美和/
武藤 賢一郎（指導主事）/ 遠藤 喜行（任）/
高橋 淳一（任）/ 宮島 康夫（任）/
加藤 永信（任）　

園長・古川 武彦 / 副園長・鈴木 美智子/ 菅野 優/ 岡﨑 敦美/ 林 博美(嘱)

課長・村山 宏行

所長・村山 宏行(兼) / 副所長・佐藤 優美 / 主任調理員・庄司 るり（嘱）

課長・藤井 一彦 / 生涯学習係長・今野 智和 / 大森 真（任）/ 高橋 雅子（任）/
佐藤 明美（任）/ 林 良蔵（嘱）/

高橋 世津子 / 山田 郁子

村社会福祉協議会事務局長・小林 浩二

教
育
委
員
会
事
務
局

住民係長・多田 朋永 / 高橋 由香 / 松林 愛 / 糯田 文也 / 星 敬 / 菅野 純子（任）

課長  愛澤 伸一

所長・村山 宏行(兼) / 総括主任・山田 眞由美(嘱)

※太字になっているのが、今回の昇格・異動者です。
※紙面の都合上、職名を一部省略しています。

課長  細川 亨

課長  齊藤 修一

参事兼課長  中川 喜昭

主任主幹  中島 栄重

課長  高橋 祐一

支所長  高橋 正文

会計管理者  石井 秀徳

教
育
長
　
中
井
田 

榮

飯
野
支
所

交
流セン

タ
ー



話芸を味わい大笑い
交流センターで本格寄席

いいたて便り

　３月18日、交流センター「ふれ愛館」の自主文化
事業「いいたて寄席」が、同センターで開催され
ました。会場には、友人同士や家族連れに混じっ
て、本格落語をじっくり味わおうというお一人様もち
らほら。三遊亭兼好師匠らによる「時そば」「蜘蛛
駕籠（くもかご）」などの古典落語と、「めおと楽団
ジキジキ」のステージを、大笑いして楽しみました。
笑いすぎて涙を流す人も続出で、来場者は「来て
よかった」「あごがはずれるほど笑った」と満足そ
うに会場を後にしていました。

見事な話芸で会場をわかせた三遊亭兼好師匠

運転終了の小宮仮設焼却炉
思い託し民芸品を製作
　小宮仮設焼却炉は、屋内の片付けごみを約
3,000トン焼却し、３月３日に焼却運転を終了しま
した。この運転終了にあたり、施設管理職員らが、
「起き上がり小法師」を製作しました。七転び八
起きの「起き上がり小法師」に、村の復興への思
いを託し、喜多方市の工房に製作を依頼したもの
で、完成した60個を、村や事業関係者に贈りまし
た。運転を終了した焼却炉は、解体に向けて４月
から準備工事を行い、年内を目処に、適正な管理
のもと解体撤去されます。

小法師となった運転員の背には村の形のリュック

村の文化財を記録した
冊子が完成しました
　飯舘村文化財記録保存事業実行委員会（佐
藤俊雄委員長／草野）制作の冊子が完成しまし
た。タイトルは「いのり・ねがい・こころのタイムカプセ
ル 飯舘村社寺文化財」。村内の社寺や祠、それ
らに残る仏像や文化財について、写真で紹介し
ています。「平成28年度コミュニティ助成事業（宝
くじ助成金）」を活用して制作されました。佐藤委
員長は「貴重な文化財が予想以上にあると分か
り、村の文化を再認識しました」と活動の手応え
を話していました。

２年をかけて村内の文化財を取材し制作しました

企業立地に関する情報を審議し施策に生かします

企業の復興を後押し
企業立地審議会を開催
　２月21日、村役場本庁で、飯舘村企業立地審

議会が開催されました。
　企業立地審議会とは、村内に立地する企業に
関連する施策を適正・円滑に行っていくための審
議を行う機関で、関係機関の代表や村議会議員
らが委員を務めています。
　この日は、新たに工場を増築する企業の情報な
どを共有し、かかる村の施策について審議を行い
ました。また、今後の企業立地施策についても、現
状を確認しながら意見を交わしました。

各戸を訪ねて「火の用心」を呼びかけました

火災が多発する季節を迎え
仮設住宅を「防火訪問」
　春先は空気が乾燥し、例年火災が多く発生し
ています。この警戒期に合わせて、３月５日、消防
団らによる「防火訪問」が、松川第一応急仮設住
宅97戸、松川第二応急仮設住宅68戸で実施さ
れました。防火訪問を行ったのは、消防団、女性
消防隊、南相馬消防署飯舘分署の合わせて１６
人です。防火を呼びかけるチラシ、チェックポイン
トを記した「火の用心トイレットペーパー」を配りな
がら各戸を訪ね、仮設住宅ならではの注意点など
を、具体的にアドバイスしました。

避難指示解除をみすえて次年度事業を協議しました

復興を支える大きな力
飯舘村婦人会が総会を開催
　３月12日、飯舘村婦人会が、平成28年度の総
会を開催しました。婦人会は、長期化した避難の
中も、協力して活動を続けてきました。飯野学習セ
ンターで行われた総会には菅野村長、大谷村議
会議長、菅野社会福祉協議会長が来賓として出
席し、会の功績に感謝を述べました。また、会員は
36人が出席し、28年度事業の報告や29年度事
業の計画を協議。今後も会として、地域・村民をつ
なぐ活動を、現状に合わせて、できる範囲で続け
ていこうと申し合わせました。

背中のリュック
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東
京
大
学
の
大
学
院
生
ら
で
活

動
す
る「
い
い
は
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、大
久
保
金
一
さ
ん（
小
宮
）が
自

宅
周
辺
で
取
り
組
む
花
園
づ
く
り

に
協
力
し
て
い
ま
す
。メ
ン
バ
ー
の
就

職
な
ど
で
活
動
が
最
終
盤
を
迎
え

る
中
、34
人
が
現
地
を
訪
れ
、２
日

間
を
か
け
て
、約
４
ア
ー
ル
の
農
地

に
村
の
形
の
花
壇
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。花
壇
は
水
仙
で
縁
取
り
、電

飾
の
小
花
で
20
行
政
区
を
描
き
、バ

ラ
約
１
０
０
本
を
移
植
し
ま
し
た
。

3
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食
を
考
え
る
会
の
皆
さ
ん
が
、飯

舘
中
学
校
の
３
年
生
に
、「
卒
業
祝

い
菓
子
」を
贈
り
ま
し
た
。祝
い
菓

子
は
、会
員
の
皆
さ
ん
が
、贈
呈
の
前

日
に
手
作
り
し
た
、顆
粒
大
豆
と
白

ゴ
マ
入
り
の
ク
ッ
キ
ー
で
す
。

　
代
表
の
齋
藤
幸
成
さ
ん
に
祝
い
菓

子
を
手
渡
し
た
菅
野
一
代
会
長（
比

曽
）は
、「
別
れ
が
あ
っ
て
出
会
い
も

あ
る
の
で
す
よ
ね
。皆
さ
ん
と
ま
た

笑
顔
で
会
え
ま
す
よ
う
に
」と
は
な

む
け
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　「
し
あ
わ
せ
カ
フ
ェ
川
俣
」の
皆
さ

ん
が
、佐
藤
洋
子
さ
ん（
二
枚
橋
・
須

萱
）の
自
宅
の
キ
ッ
チ
ン
で
、イ
チ
ゴ
の

ジ
ャ
ム
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
が
ご
主
人
と
営
む「
い
い

た
て
い
ち
ご
ラ
ン
ド
」の
イ
チ
ゴ
は
、

程
よ
い
酸
味
が
、ジ
ャ
ム
に
ぴ
っ
た
り

で
す
。ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
焼
き
、ヨ
ー

グ
ル
ト
も
準
備
し
て
、つ
く
り
た
て
の

ジ
ャ
ム
を
味
わ
う
と
、そ
の
お
い
し
さ

に
思
わ
ず
感
嘆
の
声
。に
ぎ
や
か
な

会
話
が
いっ
そ
う
は
ず
み
ま
し
た
。

　
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
、「
飯

野
つ
る
し
雛
ま
つ
り
」の
会
場
で
、来

場
者
に
だ
ん
ご
汁
を
振
る
舞
い
ま
し

た
。事
務
所
の
村
内
移
転
を
前
に
、

６
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
飯
野
町
の

皆
さ
ん
へ
、感
謝
を
伝
え
た
い
と
実

施
し
た
も
の
で
す
。地
元
商
店
街
で

材
料
を
購
入
し
、カ
ボ
チ
ャ
や
キ
ノ

コ
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
て
、２
５
０
人
分

を
用
意
し
ま
し
た
。「
あ
り
が
と
う
」

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」と
声
を
掛
け
ら

れ
笑
顔
の
交
流
が
続
き
ま
し
た
。

成長を見守ってきた生徒達の卒業を心こめて祝います

クマを型どったクッキーにメッセージを添えました

3
10

２
20

各行政区に５本のバラを植え、通路は石で飾りました

前月につけた裏山の階段。登ると花壇が見渡せます

ジャムを煮詰めるとキッチンは甘い香りでいっぱいに

瓶詰めしたジャムはそれぞれの家庭へのお土産です

感謝の言葉を添えて、だんご汁を手渡しました

中学生など村民の作品も毎年展示いただいています

食を考える会

いいはな
プロジェクト

しあわせカフェ
           川俣

つながるアルバム

飯舘村
  社会福祉
　　 協議会
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3
月
の
村
の
動
き
と
主
な
で
き
ご
と

１
日	•

県
立
相
馬
農
業
高
等
学
校
飯
舘
校　

卒
業
式
（
県
立
福
島
明
成
高
等
学
校
体
育
館
）

２
日	•

飯
舘
地
域
農
業
再
生
協
議
会
総
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

　
　

	•

学
校
運
営
協
議
会
（
飯
野
支
所
）

３
～
５
日•

第
２
回
い
い
た
て
っ
子
交
流
事
業
（
奈
良
県
「
な
ら
１
０
０
年
会
館
」
他
）

３
～
16
日•

３
月
議
会
定
例
会
（
村
役
場
本
庁
議
場
）

８
日	•

仮
設
住
宅
・
公
的
宿
舎
等
管
理
人
会
議
（
飯
野
支
所
）

13
日	•

飯
舘
中
学
校　

卒
業
式
（
飯
舘
中
学
校
体
育
館
）

17
日	•

草
野
・
飯
樋
幼
稚
園　

終
了
式
（
草
野
・
飯
樋
幼
稚
園
ホ
ー
ル
）

18
日	•

交
流
セ
ン
タ
ー
自
主
文
化
事
業
「
い
い
た
て
寄
席
」（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

22
日	•

第
３
回
農
業
委
員
会
定
例
総
会
（
村
役
場
本
庁
議
場
）

23
日	•

草
野
・
飯
樋
・
臼
石
小
学
校　

卒
業
式
（
草
野
・
飯
樋
・
臼
石
小
学
校
体
育
館
）

　
　

	•

飯
舘
村
土
地
改
良
区
通
常
総
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

24
日	•

村
議
会　

視
察
研
修
（
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
）

　
　

	•

定
例
教
育
委
員
会
（
村
役
場
本
庁
）

27
日	•
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
除
幕
式
（
二
枚
橋
地
区
現
地
）

28
日	•

転
出
教
職
員
合
同
離
任
式
（
村
役
場
本
庁
）

30
日	•

第
３
回
飯
舘
村
除
染
検
証
委
員
会
（
村
役
場
本
庁
）

31
日	•

避
難
指
示
解
除
（
長
泥
地
区
を
除
く
村
内
）

　
　

	•

避
難
指
示
解
除
記
念
式
典
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）
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入札結果をお知らせします 入札日／２月 10 日（単位：円）

工事（業務）の番号・名称 契約額（税込） 請負業者 完成予定

消防団・女性消防隊・役場消防隊被服等購入 6,295,104 福島消防資材㈱ 平成 29 年
３月下旬

道の駅「までい館」建設工事コンビニ内部等設計業務 1,512,000 ㈱関・空間設計 平成 29 年
３月下旬

道の駅「までい館」太陽光設備設置設計業務 3,942,000 ㈱関・空間設計 平成 29 年
３月下旬

深谷拠点Ａ－３エリア造成工事積算業務 2,160,000 （一財）ふくしま市町村支援機構 平成 29 年
３月下旬

道の駅「までい館」建物附帯外構工事 32,940,000 庄司建設工業㈱ 平成 29 年
３月下旬

交通教育専門員及び交通指導員制服購入 989,198 ㈱ユニフォームネット 平成 29 年
３月下旬

交通安全施設設置工事 1,058,400 ㈲渡建工業 平成 29 年
３月下旬

介護保険システム改修業務 1,857,600 ㈱福島県中央計算センター 平成 29 年
３月下旬

臨時福祉給付金（経済対策分）システム改修業務 961,200 ㈱福島県中央計算センター 平成 29 年
３月下旬

飯舘村社会福祉協議会物品購入 1,452,600 ㈲マルショウ事務機 平成 29 年
３月下旬

宿泊体験館きこり消耗品購入 1,382,400 ㈲マルショウ事務機 平成 29 年
３月下旬

宿泊体験館きこり宿泊棟用備品購入 6,750,000 ㈲マルショウ事務機 平成 29 年
３月下旬

宿泊体験館きこり研修室用備品購入 9,352,800 ㈲マルショウ事務機 平成 29 年
３月下旬

宿泊体験館きこり修繕工事（村単分） 4,968,000 ㈱古俣工務店	川俣支店 平成 29 年
３月下旬

パークゴルフ場基本計画策定業務 1,836,000 国際航業㈱	福島営業所 平成 29 年
３月下旬

大谷地団地建替敷地造成測量設計業務
（開発許可変更申請業務） 5,616,000 ㈱船橋コンサルタント 平成 29 年

３月下旬

農業基盤整備促進事業（飯舘西部その２）
暗渠排水測量設計業務 6,696,000 ㈲武藤測量事務所 平成 29 年

３月下旬

農業基盤整備促進事業（飯舘西部その２）
用排水路測量設計業務 30,240,000 ㈲武藤測量事務所 平成 29 年

３月下旬

農業基盤整備促進事業（飯舘西部その２）
暗渠排水等整備工事 10,454,400 ㈲福相建設 平成 29 年

３月下旬

営農再開支援水利施設等保全事業（飯舘西部その１）
用排水路施設等保全工事 18,468,000 濱田建設工業㈱ 平成 29 年

３月下旬

⃝先月号の入札結果に誤りがありましたので、お詫びと訂正をいたします。工事名「防犯設備（防犯灯）機
能回復事業（修繕設計業務）」について、請負業者は「㈲鹿山電気商会」です。関係者の皆さまにはご迷
惑をおかけし、大変申し訳ありませんでした。

　

12
月
に
東
北
電
力
福
島
営
業
所
か

ら
村
に
寄
贈
さ
れ
た
街
路
灯
の
設
置

工
事
が
、２
月
21
日
に
完
了
し
ま
し

た
。街
路
灯
は
、寿
命
が
長
く
消
費
電

力
の
少
な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
使
用
し

て
い
て
、村
内
各
所
に
全
部
で
38
灯
設

置
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
寄
贈
と
設
置

は「
明
か
り
を
通
し
て
復
興
を
支
え

た
い
」と
す
る
同
営
業
所
の
支
援
事
業

「
い
い
た
て
村
お
か
え
り
な
さ
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
で
、「
今
後
も
村
の
皆

さ
ん
に
寄
り
添
う
支
援
を
継
続
し
た

い
」と
お
話
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

街路灯の設置が完了しました
復興支援の明かりが灯ります

▲
�

寒
風
の
中
の
設
置
工
事（
前
田
地
区
）

●・東北電力からのお願い・●
東北電力では、停電事故を防止するための点検
と改修を定期的に実施しています。その際、電
力設備に接近もしくは接触している樹木がある
場合は、必要最小限の範囲で枝切りを行います。
点検・改修時の敷地内への立ち入り、事故防止
のための枝切りに、ご理解とご協力をお願いし
ます。
問 東北電力福島営業所　配電技術サービス課
　　☎024-522-2276（平日午前９時～午後４時）

おしらせ

問



お く や み誕生おめでとう
氏　　　名 年齢 行 政 区

菅　野　アキヱ 82 二枚橋・須萱

髙　橋　松　夫 76 前田・八和木

今　野　ト　ゴ 91 前田・八和木

永　井　邦　弘 84 関沢

庄　司　満　義 75 飯樋町

原　田　キ　イ 73 深谷

庄　司　辰喜代 82 伊丹沢

佐　藤　ミサ子 87 関根・松塚

（平成29年２月 28日現在）
ひとの うご き

人口・　　　今　月　（前月比）・
男・ 3008人・（－15）
女・ 3081人・（－18）
計・ 6089人・（－33）

世帯数・ 1822戸・ （－6）

２月１日～28日までの
◆◆◆・人口動態・◆◆◆
転入・ 2 人
転出・ 31 人
出生・ 6 人
死亡・ 10 人

（住民基本台帳人口）

ご冥福をお祈り申しあげます

（2月21日から3月20日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出のときに住民係へ申し出てください。

赤ちゃんの名前 親の氏名 行 政 区

古　川　綾
あや

　乃
の

・ちゃん 真司・知恵子 草野

桑　折　香
か

　澄
すみ

・ちゃん 謙一・雅子 上飯樋

村　上　蒼
そ

　來
ら

・くん 義光・紫音 上飯樋

大　渡　一
いち

　凛
か

・ちゃん 貴行・栄里 草野

すくすくと元気に育ってね

平成29年４月号29

「マイナス」に
くっついてくるもの

　

脚
本
家
の
山
田
太
一さ
ん
が
、こ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
い
ま
し
た
。

　

新
築
の
小
学
校
校
歌
の
作
詞
を
引
き
受
け
た
運
動
会
に
招
待
さ

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。知
り
合
い
も
な
い
中
で
の
運
動
会
で
、大
変
退

屈
だ
っ
た
。

　

午
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
の
時
、急
に
激
し
い
雨
が
降
っ
て
き
て

中
々
や
ま
な
い
。こ
れ
で
運
動
会
は
中
止
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、校
長

先
生
が「
雨
の
中
だ
け
ど
最
後
の
種
目
の
リ
レ
ー
だ
け
や
ろ
う
」と

言
っ
た
。ど
ろ
ど
ろ
の
運
動
場
の
中
で
、足
を
す
べ
ら
し
て
転
ぶ
子

や
悔
し
涙
を
流
し
な
が
ら
一生
懸
命
次
の
走
者
に
バ
ト
ン
を
渡
す
姿

に
、保
護
者
も
私
も
大
き
な
感
動
を
覚
え
て
し
ま
っ
た
。・・・と
。

　

マ
イ
ナ
ス
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
は
、実
は
豊
か
な
プ
ラ
ス
を
も

ら
っ
て
い
る
の
だ
と・・・。こ
の
気
持
ち
を
セ
リ
フ
に
し
て
み
た
ら「
悪

い
こ
と
に
は　

き
っ
と
い
い
こ
と
が
く
っ
つ
い
て
い
る
の
だ
よ
」だ
っ

た
。・・・と
。

　

私
た
ち
は
今
、と
て
つ
も
な
い
マ
イ
ナ
ス
の
中
に
い
る
中
で「
い
い
こ

と
が
く
っつ
い
て
く
る
」な
ど
到
底
思
え
ま
せ
ん
。で
も
、よ
く
考
え

て
み
る
と
屋
内
の
ゴ
ミ
処
理
や 

家
屋
解
体
事
業 

さ
ら
に
昇
口
舗
装

等
々
、「
く
っつ
い
て
き
て
い
る
」も
の
も
結
構
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　

不
幸
な
出
来
事
に
直
面
し
た
時
、マ
イ
ナ
ス
思
考
に
な
る
の
は
仕
方

が
な
い
事
で
す
が
、そ
の
時
に「
居
直
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」を
出
す
こ
と

に
よ
っ
て
、「
く
っつ
い
て
く
る
も
の
」が
よ
り
多
く
生
ま
れ
て
く
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。い
ず
れ
に
し
て
も
、「
よ
り
よ
く
生
き
る
」こ
と
に
つ

い
て
、村
民
に
そ
れ
ぞ
れ
、真
剣
に
考
え
て
も
ら
う
し
か
な
い
つ
ら
さ

が
私
に
は
残
り
ま
す
が
、一
方
で
、「
く
っつ
い
て
く
る
も
の
」 

と
て
つ
も

な
く
多
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
３
月
16
日　

飯
舘
村
長　

菅
野　

典
雄

● 

ひ
と
か
た
る 

も
の
が
た
り 

● 

第
１
回

大
久
保
金
一
さ
ん

（
小
宮
）

　
震
災
の
年
は
、草
刈
り
の
た
め
、仮
設

住
宅
か
ら
1
日
お
き
に
自
宅
に
通
っ
て

い
た
。
高
齢
の
母
が
い
て
、通
う
の
は
一

苦
労
だ
っ
た
が
、自
宅
の
部
屋
で
寝
転

ぶ
の
は
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
。雨
ど
い
を

外
し
、屋
根
や
壁
を
拭
き
、測
っ
て
確
か

め
な
が
ら
、自
宅
周
り
の
線
量
を
下
げ

た
。軒
下
の
土
も
削
っ
て
き
れ
い
な
土
で

覆
い
、翌
年
、も
う
一
度
削
っ
た
。

　
そ
の
頃
、村
内
の
線
量
を
測
っ
て
い
た

菅
野
宗
夫
さ
ん（
佐
須
）が
、東
京
大
学

の
溝
口
勝
先
生
と
や
っ
て
来
て
、そ
の
米

づ
く
り
の
実
証
に
、思
い
が
け
ず
参
加

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。水
田
を
３
つ
に
区

切
っ
て
、代
掻
き
や
水
の
流
し
方
を
変

え
な
が
ら
行
う
米
づ
く
り
の
実
証
だ
っ

た
。沈
ん
だ
泥
や
地
下
水
へ
の
影
響
も

復興が進むにつれ、うれしい気持ちと不安な気持ちの両方が出てきています。

　いよいよ飯舘村に帰還した、という方もおられると思います。戻られ
た方にも、避難を続けている方にも、それぞれの方が重ねて来られた
月日に、心から敬意を表します。
　帰還は、心にも大きな仕事をしてもらわなければならない事態で
す。大多数の人にとってはうれしく懐かしい出来事でしょうが、場合に
よっては「こんなはずでは…」と感じることがありえます。そういう気持
ちが出るのは自然なことです。どうぞ、一人で抱えてしまうのではなく、
早めに信用できる人に話して胸のうちを聞いてもらいましょう。場合に
よっては、専門家の受診もお勧めです。

大久保さんは、四季折々に花に囲まれ
る「マキバノハナゾノ」をつくろう
と、震災前から、農業を営むかたわら
自宅周辺に花を植え続けています。

測
定
し
た
。

　
周
り
の
人
か
ら「
い
く
ら
も
ら
っ
て
い

る
ん
だ
い
」
と
聞
か
れ
た
り
も
し
た
。

そ
ん
な
つ
も
り
は
全
く
な
か
っ
た
。
宗

夫
さ
ん
に
話
す
と
、「
そ
う
い
う
人
の

気
持
ち
も
、理
解
す
る
こ
と
が
大
事
だ

よ
」と
言
わ
れ
た
。…
そ
う
だ
な
ぁ
、と

思
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
俺
は
い
ろ
い
ろ
考
え
て
、

「
東
大
の
先
生
が
、こ
ん
な
田
舎
に
来

る
こ
と
は
な
い
。こ
の
で
き
ご
と
を
何
か

に
残
し
た
い
」と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
稲
刈
り
の
時
に
、そ
の
考
え
を
話
し

た
。「
桜
の
苗
を
植
え
た
い
」と
。「
先

生
方
に
負
担
を
か
け
て
は
意
味
が
な
い

の
で
、自
分
に
や
ら
せ
て
ほ
し
い
。興
味

が
あ
れ
ば
苗
を
植
え
る
時
だ
け
協
力

く
だ
さ
い
」。
花
づ
く
り
を
通
し
て
知

り
合
っ
た
全
国
の
友
達
も
協
力
し
て
く

れ
て
、そ
の
参
加
者
は
１
２
０
人
に
な
っ

た
。

　
母
は
実
証
へ
の
協
力
に
ず
っ
と
反
発

し
て
い
た
。「
誰
も
や
っ
た
こ
と
の
な
い
こ

と
を
や
る
な
ん
て
」。穂
ば
ら
み
期
に
な

る
と「
と
れ
る
も
の
か
」と
言
っ
た
。そ

れ
で
い
な
が
ら
田
植
え
の
時
に
は「
か
っ

こ
よ
く
し
た
か
」と
気
に
し
た
。

　
つ
ら
か
っ
た
の
は
、収
穫
し
た
米
を
捨

て
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
だ
。顔
で
笑
っ
て
、

心
で
泣
い
た
。そ
れ
で
も
、続
け
た
。

　
一
昨
年
、母
が
亡
く
な
っ
た
。大
学
の

先
生
や
新
聞
記
者
、何
人
も
の
人
が
、

母
の
た
め
に
足
を
運
ん
で
く
れ
た
。あ

り
が
た
く
、ま
た
誇
り
に
も
思
え
た
。

　
母
も
、分
か
っ
て
く
れ
た
だ
ろ
う
か
。

　
「
マ
キ
バ
ノ
ハ
ナ
ゾ
ノ
」を
つ
く
ろ
う

と
、ず
っ
と
夢
見
て
き
た
。２
年
前
か
ら

は
、東
京
大
学
の
学
生
た
ち
が
、手
伝
っ

て
く
れ
た
。バ
ラ
を
植
え
て
み
た
い
と
い

う
学
生
が
い
た
の
で「
飯
舘
花
壇
」（
詳

し
く
は
P
25
）に
は
、た
く
さ
ん
の
種
類

の
バ
ラ
を
植
え
て
み
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
人
が
花
を
見
に
来
て
、声

を
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

今
は
福
寿
草
。こ
れ
か
ら
、水
仙
、モ
ク

レ
ン
、水
芭
蕉
と
、開
花
が
続
く
。花
園

づ
く
り
の
夢
を
、俺
は
こ
れ
か
ら
も
見

続
け
よ
う
と
思
う
。

心も自分も大切に。おしえてくんちぇ 堀先生
村民の皆さんからの相談に、堀先生がお答えします

相 談

堀先生

「心の健康相談」お問い合わせは 健康福祉課健康係（いちばん館内）☎0244-42-1638まで

精神科医　
ほりメンタルクリニック院長

堀 有伸 先生
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草野・飯樋幼稚園

相馬農業高校飯舘校

草野・飯樋・臼石小学校

草野・飯樋幼稚園

旅立ちの日に
県立相馬農業高校飯舘校 卒業式
飯舘中学校 卒業式
草野・飯樋・臼石小学校 卒業式
草野・飯樋幼稚園 修了式
やまゆり保育所 修了式

フォトストーリー 楽
し
か
っ
た
思
い
出
を

胸
に
学
び
舎
を
巣
立
つ

子
ど
も
達
を
カ
メ
ラ
で

追
い
ま
し
た
。ど
の
会

場
に
も
、感
動
と
惜
別

の
涙
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
仲
間
と
の
時
間

を
最
後
ま
で
心
に
刻

も
う
と
す
る
、子
ど
も

達
の
輝
く
笑
顔
も
あ

り
ま
し
た
。

修
了
・
卒
業
、お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。新
し

い
春
へ
の
旅
立
ち
を
、

心
か
ら
応
援
し
ま
す
。

仲間と過ごした日々を胸に、式に臨む草野・飯樋・臼石小学校の卒業生

飯舘中学校

やまゆり保育所

飯舘中学校

平成29年４月号 30平成29年４月号31




